
■
森
林
教
室
日
程
■

名
古
屋
事
務
所
で
は
、
森
林
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
環
境
保
全
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
瀬
戸
市
を
中
心
と
し
た
小
学
校
か
ら
の
要

請
に
応
え
森
林
環
境
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

５
月10

日
　
瀬
戸
市
立
長
根
小
（
七
十
四
名
）

17
日
　
　

〃

東
山
小
（
七
十
四
名
）

19
日
　
　

〃

陶
原
小
（
七
十
七
名
）

23
日
　
　

〃

八
幡
小
（
五
十
二
名
）

26
日
　
名
古
屋
市
立
志
段
味
西
小
（
百
十
九
名
）

26
日
　
瀬
戸
市
立
效
範
小
（
百
十
名
）

26
日
　
　

〃

品
野
台
小
（
二
十
六
名
）

６
月１

日
　
瀬
戸
市
立
萩
山
小
（
三
十
六
名
）

２
日
　
　

〃

東
明
小
（
二
十
二
名
）

７
日
　
　

〃

水
野
小
（
七
十
一
名
）

10
日
　
　

〃

水
野
小
（
六
十
二
名
）

15
日
　
　

〃

幡
山
西
小
（
百
二
十
四
名
）

飛
騨
の
二
大
名
桜
の
高
山
市
荘
川
町
の
「
荘
川
桜
」

と
同
一
之
宮
町
の
「
臥
龍
桜
」
が
五
月
九
日
ま
で
に

例
年
よ
り
一
週
間
遅
れ
て
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

飛
騨
に
も
遅
い

春
が
訪
れ
ま
し
た
。

﹇
飛
騨
署
よ
り
﹈

◎
森
林
計
画
現
地
会
議

５
月
18
日
　
南
信
署
管
内

５
月
26
日
　
東
濃
署
管
内

◎
「
伝
統
工
芸
の
森
」
の
協
定
締
結

５
月
26
日
　
南
木
曽
支
署
管
内

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

５
月
27
日
、
６
月
３
・
９
・
21
・
27

日
木
曽
・
富
山
・
岐
阜
、
飛
騨
署
、
愛
知
所

管
内

◎
未
来
世
紀
に
つ
な
ぐ
緑
の
バ
ト
ン

５
月
27
・
28
日
　
木
曽
署
管
内

◎
「
中
野
区
遊
々
の
森
」
協
定
締
結

５
月
29
日
　
東
信
署
管
内

◎
富
山
県
林
政
協
議
会

６
月
７
日
　
富
山
県

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

６
月
10
日
　
愛
知
所
管
内

◎
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク

６
月
17
日
　
北
信
署
管
内

◎
平
成
十
八
年
度
永
年
勤
続
職
員
表
賞
式

６
月
28
日

メ
ル
パ
ル
ク
長
野
（
長
野
市
）

◎
高
山
植
物
等
保
護
管
理
協
議
会

６
月
予
定
　
中
部
森
林
管
理
局

◎
国
有
林
野
観
光
施
設
協
議
会
総
会

６
月
下
旬
予
定
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◇
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
」

﹇
東
濃
署
﹈
当
署
が
管
理
し
て
い
る
加
子
母
裏

木
曽
国
有
林
に
は
、
樹
齢
が
三
百
年
以
上
で
日

本
の
代
表
的
な
銘
木
で
あ
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
天

然
林
が
約
七
三
〇
　
あ
り
ま
す
。

こ
の
森
林
は
、
戦
前
ま
で
「
出
ノ
小
路
神
宮

備
林
」
と
称
さ
れ
、
二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
る

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
た
め
必
要
な
用
材
を

確
保
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
「
造
営
材
備
林

制
度
」
に
基
づ
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
（
昭
和
二
十
二
年
）
の
林
政
統
一
に
よ

っ
て
、
当
時
の
御
料
林
は
国
有
林
と
な
り
、
現

在
の
憲
法
に
よ
っ
て
特
定
の
宗
教
に
対
す
る
国

の
保
護
措
置
を
廃
止
す
る
趣
旨
か
ら
、
ほ
ぼ
四

十
年
間
存
続
し
た
こ
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
我
が
国
の
文
化
財
的
貴
重
な
建
造

物
な
ど
の
修
繕
等
に
用
い
る
特
殊
な
大
径
材
を

供
給
で
き
る
森
林
は
国
有
林
に
し
か
な
い
こ
と

か
ら
、
優
れ
た
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
供
給
す
る
森
林
、

又
は
学
術
参
考
の
た
め
に
供
す
る
森
林
と
し
て

再
編
し
」「
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
」
と
改
称
し
て
維

持
管
理
し
て
い
ま
す
。

現
在
、「
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林
」
を
設
定
し

て
貴
重
な
遺
伝
子
の
保
護
を
し
て
い
る
ほ
か

「
木
曽
ヒ
ノ
キ
択
伐
施
業
群
」
に
位
置
づ
け
、
伊

勢
神
宮
な
ど
の
神
社
・
仏
閣
や
城
郭
等
の
修
復

用
材
等
を
計
画
的
に
出
材
す
る
な
ど
、
木
の
文

化
の
維
持
に
も
役
立
つ
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

◇
ア
ク
セ
ス
方
法

国
道
二
五
七
号
線
中
津
川
市
付
知
町
「
付
知

峡
口
」
か
ら
市
道
に
入
り
宇
峠
ゲ
ー
ト
を
経
て

現
地
に
至
る
。

（
現
在
一
般
車
通
行
止
め
の
為
、
宇
峠
ゲ
ー

ト
よ
り
現
地
ま
で
徒
歩：

約
三
時
間（
約
十
㎞
））

東濃森林管理署 
（各署の景勝地等を紹介） 

き そ びりん 

「勇壮な木曽ヒノキ備林」
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